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「雑誌のおまけサイト」
ではない!
本誌「インターネットマガジン」のウェブ

サイト「internet.impress.co.jp」が、インタ

ーネット2ndステージの到来に合わせて

「INTERNETmagazine+」として生まれ変

わった。

これまでは、本誌の追加情報的サイトと

して運営されていたが、今後は「インター

ネットマガジン」だけでなく、「.NETテクノ

ロジー」「インターネットデータセンターマ

ガジン」「IPv6マガジン」、そして単行本な

ども含めた、インターネットマガジンブラン

ドの紙媒体すべてにアクセスできるサイト

として構成されていくのだ。さらにすべて

の紙媒体が集まることで生まれるシナジ

ー効果を十分に引き出した、ここでしかゲ

ットできない情報もいち早く提供。読者

は、紙媒体だけでなく、デジタルメディア

からも情報を得ることで、さらに激動のイ

ンターネット業界を深く知ることができる。

たとえば、「IPv6マガジン」が提供する

ウェブ媒体「IPv6スタイル」。最新技術ゆ

えに刻一刻と動くその情報を発売日の決

まった紙媒体だけでは追えないと思って

いる読者もいるだろう。そういう人には、

ウェブ媒体の「IPv6スタイル」で最新情報

を知り、「IPv6マガジン」でじっくりその情

報を深めていくという使い方もできる。

さらに、今後発売される「知識コミュニ

ティー」に関する書籍では、発売と同時に、

実際コミュニティーサイトを立ち上げ、運

営していく予定だ。

そして、今「INTERNETmagazine+」が

もっとも力を入れて取り組んでいる独自コ

ンテンツが次で紹介する「Wiナビ+」だ！

「インターネットマガジンブランド」のポータルサイト「INTERNETmagazine+」。

インターネットの動向、.NETやIPv6などの最新技術情報、無線スポット検

索やIDC選びのポータルサイトになっている。

http://internet.impress.co.jp/

「インターネットマガジン」最新号の内容が

チェックできるほか、バックナンバーも購入

可能。そのほか本誌の連載企画の追加情

報などが随時アップされていく。

http://internet.impress.co.jp/im/  

「インターネットデータセンター完全ガイド」

最新号の内容をチェックできる。そのほか

iDCの資料請求から見積もりまで可能な、

ITコストに頭を悩ませる人のためのページ

だ。

http://internet.impress.co.jp/idc/

「インターネット白書」をはじめ、インターネ

ットマガジンブランドの書籍を扱うページ。

今後、書籍に合わせたコミュニティーサイ

トの創設、PDFなどの形でオンライン販売

を強化していく予定なので乞うご期待！

http://internet.impress.co.jp/books/

XMLウェブサービス時代に向けて避けては

通れないキーワード「.NET」。この最新動向

がわかるのが「.NETテクノロジー」のページ

だ。雑誌の紹介にとどまらず、マイクロソフ

トが主催するテクニカルコンファレンスやセ

ミナーのストリーミングまで見れてしまう！

http://dotnet.impress.co.jp/

「IPv6マガジン」から生まれた「IPv6スタイ

ル」は、速報、独自記事を重視したサイト

だ。最新ニュースはもちろん、雑誌とは一

味違った特集、旬なキーパーソンのインタ

ビュー、読者参加型のコンテンツなどで盛

り上がりを見せている。IPv6が日本発世

界向けの技術であることから英語でのコン

テンツ提供もしている。

http://www.ipv6style.jp/

「インターネットマガジンブランド」の
紙媒体が生み出すシナジー効果

インターネットマガジンを120パーセント
使いたおすためのウェブサイト

http://internet.impress.co.jp/

登場!「インターネット」も

「マガジン」も、

役立ち度100倍!!
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これが実践された紙と
デジタルのシナジー効果
「インターネットマガジン」が、特別付録

として収録してきた小冊子「Wiナビ」。現

在1,500軒以上の無線スポットの位置情

報を掲載し、ほぼ日本全国の無線スポッ

トをカバーしたといっていいだろう。

新しく生まれ変わった「INTERNET

magazine+」が提供する、「インターネット」

と「マガジン」のシナジー効果第一弾がこ

の「Wiナビ」をベースに作られた無線LAN

情報のポータルサイト「Wiナビ+」だ。こ

こでは、インターネットマガジンブランドの

紙媒体で取材、調査してきたHow To、

製品レビューなどの無線LAN関連記事の

ほか、無線LANに特化した最新ニュース

を読める。そしてもっともインパクトがある

のが世界初の「無線スポット検索サービ

ス」だ。小冊子「Wiナビ」のデータとイン

ターネット上の地図サービスを組み合わせ

ることで、検索ボックスに「地名」を打ち込

むだけで、すぐに最寄りの無線スポットが

検索できるのだ。もちろん、外出先でコン

ピュータがネットにつながらないときでもi

モードの「iMap Fan」で無線スポット検

索を使える。また、J-フォンの周辺情報検

索サービス「ロコガイド」でも「Wiナビ」の

情報提供を開始したので、ますます外出

先からの「Wiナビ」の利用が便利になる

はずだ。

この「Wiナビ+」のように、紙媒体とデ

ジタルメディアが融合したからこそ誕生し

た新たなサービス、そしてコンテンツ。

「INTERNETmagazine+」では、今後この

ようなサービス、コンテンツを続々提供し

ていく予定だ。

無線LAN情報のポータルサイト「Wiナビ＋」。雑誌の深い調査記事と、ウェブならではの最新ニュースが同時

に読めるつくりになっている。そのほか、「インターネットマガジン」付録の小冊子「Wiナビ」のデータを利用し

た「無線スポット検索」も、外出先からインターネットにアクセスすることの多いビジネスマンに好評だ。

http://internet.impress.co.jp/winavi/

さらに高度に「Wiナビ」のデータを使った
無線スポット検索をするには

「Wiナビ＋」で“どこでもすぐに”

無線スポット、無線LAN情報発見!
http://internet.impress.co.jp/winavi/

インターネット上の地図検索サイト

「MapFan Web」なら、無線スポッ

ト検索の特集ページから「Wiナビ」

のデータを使って、さらに高度な無線

スポット検索も可能だ。

http://www.mapfan.com/
musen/

「Wiナビ」のデータは、もちろんiモード

版の地図検索サービス「iMapFan」でも

利用可能だ。住所や営業時間だけでな

く、地図情報もついてくるので、今いる

場所から無線スポットまで、どのルート

で行けばいいかもすぐにわかる。ネット

にアクセスできない状況だと重宝するツ

ールだ。

操作方法〔 iモード 〕
〔メニューリスト>交通/地図/旅行>

iMapFan地図〕

〔iエリア>エリア選択> iMapFan

地図〕〔iアプリサーチ>地図&渋

滞情報> iMapFan地図〕

操作方法〔Jフォン〕

（Jフォンメニュー>ロコガイド

>コンビニ・お役立ち）

「MapFan Web」で新宿近辺の無

線スポットを検索すると、「Wiナビ」

に収録されている新宿近辺の位置

情報が一覧される。

■「MapFan Web」

J-フォンの位置情報検索サービス「ロコガ

イド」でも無線スポット検索サービスを利

用できるようになった。もちろんデータは

「Wiナビ」が提供している。iモード同様、

こちらも地図つきの情報が見られるので、

今自分にいちばん近い無線スポットに、す

ぐにアクセスできる便利なツールとなって

いるのだ（画面は開発中のものです）。

■J-フォン「ロコガイド」

無線LANユーザー必見！
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